
身体にアルコールが残ったまま車を運転すると、交通事故を起こす
危険性があるのはもちろん、違反者に重い処分が科せられます。

処分を受けて後悔しても、もう遅い！！！

0.25mg以上の酒気帯び運転は２５点

あなたが飲んだ「アルコール」
ちょっと寝たぐらいでは、まだ残ってますよ！

※ ３５点だと前歴０回の人でも取消・欠格期間３年に、 ２５点だと前歴０回
の人でも、取消・欠格期間２年になってしまいます。

アルコールの分解には時間が必要です。さらに、寝ていた後より
起きていた後の方がアルコールの検出値は低い傾向があるそうで、
「寝たら大丈夫」というのは誤りです。

アルコールの分解能力は、一般的な目安として、

酒酔い運転の基礎点数は３５点

点数制度では

0.15以上0.25mg未満の酒気帯び運転は１３点

日本酒１合かビール５００mlを飲んだ場合、 ０，１５ｍｇ
の基準値以下になるには、３～４時間が必要

とされています。


